
有
期
労
働
契
約
が
繰
り

返
し
更
新
さ
れ
通
算
５
年

を
超
え
た
と
き
、
労
働
者

の
申
し
出
に
よ
り
無
期
労

働
契
約
に
転
換
で
き
る
と

い
う
法
律
の
趣
旨
に
反
し
、

本
学
は
原
則
と
し
て
５
年

以
内
で
任
期
満
了
・
雇
止

め
と
す
る
道
を
選
ん
だ
。

例
外
的
に
無
期
転
換
で
き

る
道
と
し
て
示
さ
れ
た
の

は
、
正
規
職
員
と
同
等
以

上
の
成
果
を
出
す
と
見
込

ま
れ
、
い
ず
れ
正
規
職
員

と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人

で
、
部
局
が
責
任
を
持
っ

て
雇
用
を
続
け
ら
れ
る
人

だ
け
が
無
期
雇
用
と
な
れ

る
と
い
う
、
と
て
も
狭
き

門
だ
っ
た
。
組
合
は
、
無

期
転
換
と
正
規
化
は
別
物

と
し
て
考
え
、
ま
ず
、
希

望
者
は
全
員
無
期
雇
用
に

せ
よ
と
要
求
し
て
い
る
。

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
メ
ー

デ
ー
で
訴
え
、
マ
ス
コ
ミ

に
も
訴
え
、
全
国
に
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

他
団
体
か
ら
の
支
援
の
申

し
出
も
あ
り
、
大
き
な
運

動
に
し
て
雇
用
の
安
定
を

勝
ち
取
り
た
い
。

一
人
の
ア
メ
リ
カ
人
が

米
軍
へ
の
思
い
や
り
予
算

に
つ
い
て
映
画
を
制
作
し

ま
し
た
。
日
米
安
保
条
約

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な

い
思
い
や
り
予
算
は
、
米

兵
一
人
あ
た
り
年
間
１
５

０
０
万
円
で
、
１
９
７
８

年
か
ら
は
じ
ま
り
、
す
で

に
６
兆
円
以
上
が
投
入
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

在
日
米
軍
家
族
の
た
め

の
住
宅
や
学
校
、
そ
し
て

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
施
設
に

ま
で
税
金
が
使
わ
れ
、
電

気
・
水
道
・
ガ
ス
料
金
、

遊
び
に
使
う
有
料
道
路
料

金
も
タ
ダ
と
の
こ
と
。

被
災
者
を
は
じ
め
、
困
っ

て
い
る
人
た
ち
に
お
金
を

使
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

２０１６年７月２０日 東北大学職組新聞コア 第２５５号[ 1 ]

第255号・2016年7月20日

発行・東北大学職員組合書記局

〒980-8577 仙台市青葉区片平二丁目１-１

内線 片平（91）5029

022-227-8888(TEL)

022-227-0671(FAX)

編集・コア編集委員会

安保法制は廃止せよ！

准職員・時間雇用職
員の無期転換を求め
る署名にご協力を!

第28回教職員研究集会

９月９日（金）～11日（日）

場所：宇都宮大学
全体テーマ

深刻化・固定化する日本の階層格差

改
正
労
働
契
約
法
の
趣
旨
で
雇
用
の
安
定
を

東
北
大
学
職
員
組
合

定
期
大
会
ポ
イ
ン
ト

・
有
期
雇
用
職
員
の
「
上
限
５
年
」
で
の
大
量
雇
い

止
め
反
対
。
希
望
す
る
人
全
員
を
無
期
雇
用
に
。

・
看
護
師
へ
の
年
休
取
得
抑
制
を
や
め
、
夜
勤
要
員

を
含
め
、
年
休
消
化
で
き
る
人
数
を
確
保
せ
よ
。

・
違
憲
の
安
保
法
制
は
廃
止
せ
よ
。
政
府
が
推
し
進

め
る
軍
事
研
究
に
反
対
し
よ
う
。

・
組
合
員
を
拡
大
し
、
組
合
の
力
を
強
め
、
活
動
を

広
げ
よ
う
。

7月23日(土)

農学部にて

日本母親大会
8月20日～21日（石川・福井）

記念講演

『憲法公布・女性参政権行使70年

ーいのち輝く平和な沖縄・日本を』

講師：島 洋子さん（琉球新報社編集局政治部長）

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

８
月
７
日
（日
）

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

「
ザ
・
思
い
や
り
」

映
画
案
内


